
総合教育会議資料

休日の学校部活動の地域展開等に向けて
～現状と今後の取組み～

亀山市教育委員会事務局

令和７年８月６日

資料１



目 次

１ 部活動から地域クラブ活動へ ・・・ 1

２ 部活動と地域クラブ活動の違い ・・・ 2

３ 期待される効果と課題 ・・・ 3

４ 国、県の動向 ・・・ 4

５ 教育委員会のこれまでの取組について ・・・ 5

６ 市内中学校の生徒数の推移 ・・・ 9

７ 市内部活動の現状 ・・・10

８ 近隣市の状況 ・・・11

９ 目指す『地域クラブ活動』のイメージ ・・・12

１０ 休日の部活動の地域展開後の生徒の生活スタイル・・・13

１１ 今年度の取り組み予定 ・・・14

１２ 今年度、市全体での取り組みたいこと ・・・15



１ 部活動から地域クラブ活動へ

部活動を取り巻く環境

●近年、生徒数の減少等によるやむを得ない廃部や単独で試合に出られない学校が全国的に増えてお
り、今後、子どもたちの活動の選択肢が少なくなることが、当市・当地域においても危惧される。

●教員が指導を担うことを前提に学校部活動が運営されてきたが、教員の働き方改革や専門性の観点
からも、その体制は限界を迎えている。

●これまで部活動が果たしてきた役割を踏まえ、時代の変化に対応し、将来にわたって子どもたちが主体
的に選択し、多様な活動ができる機会の確保が求められている。

部活動から地域クラブ活動へ
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２ 部活動と地域クラブ活動の違い

部活動 地域クラブ活動

運営主体 各学校 地域の多様な団体

参加者 各学校の生徒 学校区に限らず市内の中学生

指導者
教員

部活動指導員
多様な人材

希望する教員（兼職兼業）

活動場所 学校施設
学校施設
地域の施設

費用負担 部費、実費相当 団体が取り決める月謝など

送迎 なし 団体の運営方針に基づく

保険 日本スポーツ振興センター災害共済 団体が加入するスポーツ保険など
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３ 期待される効果と課題

期待される効果
①生徒の多様なニーズへの対応につながる
②専門性の高い指導が受けられる活動につながる
③教職員の働き方改革の推進につながる
④生涯スポーツ・文化活動の推進につながる
⑤地域社会の維持・活性化につながる

課題
①子どもたちの居場所の減少
②指導者の確保と指導の質の維持・向上
③保護者負担の増加
④安全管理・危機管理
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４ 国、県の動向

令和５年度 令和６年度 令和７年度

国

県 地域クラブ活動方針 スタートアップ事業 人材バンク

改革推進期間（令和４年度に位置付け）

地域スポーツ・文化芸術創造と部活動改革に関する実行会議
（R7.5.16）

①名 称 の 変 更 『 地域移行 ⇒ 地域展開 』
②次期改革期間 『 改革実行期間 』

（前期：令和 ８年度～令和１０年度※）
（後期：令和１１年度～令和１３年度）

※現時点で着手していない地方公共団体においても、前期の間に確実に休日の地域展開等に着手。
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５ 教育委員会のこれまでの取組について

①部活動地域あり方検討会（令和５年度２回、令和６年度２回実施）
検討内容
・本市の地域クラブ活動の方向性について
・指導者の確保、運営団体等の整備
・児童生徒、保護者、教職員へのアンケート内容の検討 等

②周知活動
・部活動地域展開に関する児童生徒・保護者向けチラシ配布（R７．１月）
・教育通信（R７ ３月１日号）市民周知

③児童生徒（小４～中２）・保護者（小４～小６）向けアンケート調査（R７．１月）

④教職員向けアンケート調査（R７．１月）
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5-1 部活動あり方検討会から見えてきた課題

①地域クラブ活動に展開することによる保護者負担の在り方

②指導者への報償費など財政支援の是非

③部活動（学校教育の一環）から地域クラブ活動（社会教育、スポーツ・文化芸術）
へ展開することに伴う事務の所管の調整・整理

④指導者の不足と指導の質の維持

⑤トラブル発生時等の学校と地域クラブ活動の連携体制

-6-



5-2 児童生徒・保護者向けチラシ
「休日の学校部活動が地域クラブ活動へ」（令和７年１月 小中学校全保護者配布済み） 別紙１
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5-3 アンケート結果の概要
「休日の部活動に関するアンケート」（令和７年 １月末実施） 別紙２

○小学４年生～小学6年生 （４年生3８９名 5年生４６２名 6年生４９９名） 回答数1,109人（８２．１％）
○中学１、２年生 （１年生３５４名 ２年生４５３名） 回答数 ９２４人（８７．３％）
○小学４年生～小学6年生の保護者（4年生374名 5年生439名 6年生499名） 回答数 ６４７人（４９．３％）
○市内小中学校教職員 （小学校 １７４人 中学校 ８２人） 回答数 ２５６人（８４．５％）
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（単位：人）
R７ R８ R９ R１０ R１１ R１２ R１３ R１４ R１５ R１６ R１７

亀山中 608 618 638 670 644 609 575 557 546 511 476

中部中 633 614 635 624 617 588 603 570 533 515 493

関中 127 119 132 135 145 133 129 122 125 118 107

合計 1,368 1,351 1,405 1,429 1,406 1,330 1,307 1,249 1,204 1,144 1,076
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6 市内中学校の生徒数の推移

令和７年度と令和１７年度見込みの生徒数の比較

市内中学校の合計生徒数：
令和 ７年度 1,368人
令和１７年度 1,076人 292人減少（約２１．３％減）

【内訳】
●亀山中学校生徒数：
令和 ７年度 608人
令和１７年度 476人 132人減少（約２１．７％減）
●中部中学校生徒数：
令和 ７年度 663人
令和１７年度 493人 170人減少（約２２．１％減）
●関中学校生徒数：
令和 ７年度 127人
令和１７年度 107人 20人減少（約１５．７％減）

※各年度見込み数は、転出入及び私立学校への編入数を考慮していません。

1,368人

1,076人
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7 市内部活動の現状

①運動部加入率 ６６．２％ （R7.５．１現在）

②文化部加入率 １９．６％ （R7.５．１現在）

③運動部１０種目
（陸上、バスケットボール、バレーボール、軟式野球、サッカー

ソフトテニス、卓球、ソフトボール、ハンドボール、剣道）

④文化部4種目
（吹奏楽、美術・ものつくり、パソコン、家庭）

⑤R7部活動加入状況詳細 別紙３
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令和８年度以降の休日部活動の方向性 令和７年度の取組状況

いなべ市
○令和８年度９月～１２月
現在ある部活動の種目数と同じ数の地域クラブ活動のモ
デル事業として実施（９月以降、休日の部活動は行わない）

○モデル事業の実施（剣道、陸上、ソフトボール）
○スポーツ協会と連携して指導者等の確保
○児童生徒へのニーズ調査
○教職員に対し、部活動地域移行実施時の指導者としての参加意志調査を実施

桑名市
○令和８年度夏以降地域クラブ活動開始
※学校管理下の部活動はやめるとは明言していない休日
の部活動を校長判断で行うことも可能

○国からの委託事業 ７種目実施
○市の予算でモデル事業実施予定

四日市市

○令和８年度、3年生が参加する最後の大会やコンクール
等が終了した種目・学校から随時地域展開し、令和８年１２
月１日には全ての種目で休日の部活動の地域展開を完了
する

○市内にあるすべての種目で地域クラブ活動を月１回程度でスタートする
（新規設置１６種目、令和６年度から開始している種目は回数を増やす）
○現在は国の事業で保護者の費用負担はなし。（令和８年度以降は受益者負担も検討
月額２０００円～３０００円程度、市で補助金も検討中）

鈴鹿市
○令和８年度中学３年生の最後の大会やコンクール等が
終了する１０月以降は休日の部活動は行わない

○モデル事業として、１０月以降第１週目休日の部活動は行わずに実施
（国の補助金を活用し実施、現在９種目１０団体が委託希望。サッカー、ソフトテニス、ソフ
トボール、野球、陸上、ハンドボール、バドミントン、合唱、吹奏楽）
○教育職員の兼職兼業に関わる要項の策定
○部活動ガイドラインの改訂

津市
○令和８年度３年生引退後、拠点校システムで学校管理下
の休日の部活動を継続
○指導は部活動顧問の中から希望者が行う

○拠点校システムづくり（合同部活動）
○令和７年度４月に行われた市内中体連の会議に参加し、教育委員会としての考え方の
説明を行った

伊賀市
○できる部活動から地域展開を進めていく
○休日の部活動の一斉終了等は、検討中

○野球、剣道は地域展開している学校もある
○陸上、地域展開を進めていく

名張市
○部活動の地域連携を進めていく方向
○休日の部活動の有無に関しては検討中

○地域の人材を探していく

松阪市
○休日の部活動を行わないという考えは現時点でなく、部
活動地域連携を進めていく

○地域クラブ活動に関するガイドラインの策定

伊勢市
○休日の部活動の有無に関しては検討中
○地域展開か地域連携で進めていくかも未定

○４月より総合型地域クラブが母体となるサッカー、野球のモデル事業を１校のみ実施
（モデル事業実施校は休日は部活動を行っていない。）
○１０月バレーボール、１１月陸上のモデル事業を拠点校方式で実施予定

8 近隣市の状況

５市が令和８年度に
地域展開等の実施を予定
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地域クラブ活動地域にある様々な団体

休日

市内中学生の参加

●校区を超えてやりたいことが選
べる

●部活動になかった種目や気軽に
取り組める活動など多様な活動
から選べる

●専門性の高い指導が受けられる

●生涯スポーツ・文化活動の推進
や地域の活性化につながる

e.t.c

9 目指す『地域クラブ活動』のイメージ
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10 休日の部活動の地域展開後の生徒の生活スタイル

学校部活動

月～金 土・日・祝日

地域クラブ活動に参加
（地域が主体となる活動）

どこにも所属せずにプライベートの時間を過ごす

既存のクラブチームに参加

どこにも所属せずにプライベートの時間を過ごす

地域クラブ活動に参加
（地域が主体となる活動）

どこにも所属せずにプラ
イベートの時間を過ごす

既存のクラブチームに参加
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１1 今年度の取り組み予定

①モデル事業実施（数種目程度実施予定）
・効果と実現可能性の検証のため
・課題の特定と改善のため
・データの収集と分析のため

③部活動ガイドラインの改訂の検討
・学校部活動と地域スポーツ・文化活動との連携・移行を円滑に進め、

生徒にとってより良い活動環境を構築するため

②教職員の兼職兼業届けの策定
・教職員が本務以外の仕事を行う際のルールを明確にするため
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１2 今年度、市全体での取り組みたいこと

③休日の地域クラブ活動ガイドライン作成

⑤休日の地域クラブ活動団体募集・確定
等

②地域クラブ活動あり方検討会（協議会）の開催

①学校・保護者への市の具体的な方向性の周知

④コーディネートを担う団体･組織の選定
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